
SINETの100Gbps対応を
先取りし外部接続ルータを
リプレース
 
――情報基盤研究開発センターについてお聞
かせください。
岡村　九州大学の研究機関として、先端ネットワー
ク、学際計算科学、学習環境デザインなど情報科学
に関する研究開発を行っています。同時にキャンパ
スネットワーク（九州大学総合情報伝達システム）
の高度な運用、将来計画などを専門的な立場で行
なうとともに、スーパーコンピュータなどの大規模
計算機システムを、九州エリアおよび全国の大学や
研究機関に提供する共同利用施設としての役割も
担っています。

さらには、学内の情報システム全体を管理する情
報統括本部としての顔も持ち、情報システム部と連
携しながら、キャンパスネットワーク、電子メール環
境、教育情報システム、入試システム、各種ホスティ
ングサービスなどを学内に提供しています。

――キャンパスネットワークの外部接続ルータを
AX8600Rにリプレースしたきっかけは何ですか？
岡村　第一に、ネットワーク拠点の移設が挙げら
れます。現在は、福岡市の東側にある箱崎キャンパ
ス（情報基盤研究開発センター）が、約3万人の学
生や教職員が利用するネットワークの中核拠点と
なり、外部接続ルータ、コアスイッチ、全学ファイ
アウォールなどを運用していますが、将来的には
これらの施設や環境を福岡市の西側に位置する
伊都キャンパスへ移設する予定です。これに合わ
せ、ネットワーク拠点を箱崎キャンパスから外部
のデータセンターに移すことが決まりました。
 
そして第二の理由が、将来を見据えた学外ネッ
トワークの100Gbps対応です。当学では現
在、国立情報学研究所が全国の大学や研究機
関と連携して構築している学術情報ネットワー
ク「SINET4」を利用し、外部の研究機関などと
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接続しています。しかし、既存の外部接続ルー
タは、6年前の2008年頃に導入したもので、
この機種は最大10Gbpsまでしか対応してい
ません。
 
欧米の学術ネットワークがすでに40Gbps、
100Gbpsへの対応を済ませ、次期SINETもさ
らに高速化していく流れが見えている中、当学と
してもこれに対応できる環境を整えたいと思って
いました。そこで、データセンターへの移行のタイ
ミングに合わせて最新かつ最高性能のルータに切
り替えることにしたのです。

――100Gbpsに対応することで、どのようなメリッ
トがあるのですか？
岡村　メリットの1つがスーパーコンピュータを
使った研究です。情報基盤研究開発センターでは
2012年7月に日本最速級の「京（ケイ）」と互換性
のあるスーパーコンピュータを導入したのに加え、
2013年12月には高い計算性能と優れた省電力
機能を兼ね備えた「高性能アプリケーションサー
バシステム」を導入し、多くの研究者に共同利用
サービスとして提供しています。スーパーコン
ピュータの利用においては、何人もの研究者が一
斉に計算結果をダウンロードしたり、何テラバイト
もの大容量のデータを送受信したりすることにな
りますが、高速にデータをやり取りするためには、
ネットワークを最新化し高速対応できる準備を進
めておかなければなりません。
 
当学でも、箱崎キャンパスでは高エネルギーを研
究するチーム、病院キャンパスではゲノム研究をし
ているチーム、筑紫キャンパスでは核融合研究や
共同型顕微鏡を利用するチームなどが、学外と大
量のデータを交換しており、こうした研究を支え
ていくためにも高速ネットワークは非常に重要な
のです。

――そのほか、新しいルータに求めていた仕様はあ
りますか？
岡村　インターネット上の全経路(フルルート)を
収容できるメモリ容量を備えていることです。（→）
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九州大学は、国立7大学の一角を占める歴史ある大
学で、2011年には総合大学として100周年を迎え
た。現在は次なる100年に向けて、「九大百年、躍進
百大」をモットーに、あらゆる分野で世界トップ100
大学に躍進することを目標に掲げている。2005年
に開設された伊都キャンパスをはじめ、理系・文系
の主要キャンパスである箱崎キャンパスなど、福岡
市および春日市に合計5つのキャンパスがあり、約
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当学では、ルーティングプロトコルにBGP
（Border Gateway Protocol）（※1）を用い
て、学外とフルルートで接続しています。近年、イン
ターネット上の経路情報は膨れ上がるばかりで、
今後もどうなるかは予測がつきません。それだけ
に、BGPにおけるネットワークの全経路を収容し
ても十分余裕のあるメモリ容量が必要です。
 
また、急激に増えているDDoS攻撃（※2）に対
処するために、ACL（Access Control List）
（※3）を使用して不正なトラフィックをフィルタ
リングした場合でも、高いパフォーマンスを発揮
できることも要件として挙げました。
 
――導入スケジュールについてお聞かせくだ
さい。
浦川　2012年から検討を開始し、入札に
よってアラクサラの最新型ハイエンドルータ
AX8600Rの採用を決めました。その後、
2013年末からシステム構築を開始し、2014
年1月からAX8600Rを使ったネットワーク
運用に切り替えています。システム構築の面で
は、NTT西日本の支援を受けて、スムーズに新
しいネットワーク環境へ移行することができ
ました。

国産メーカーならではの
柔軟な対応力とスピーディーな
サポート体制を評価
 
――新しいネットワークの構成についてお聞か
せください。
岡村　外部接続ルータのAX8600Rは、福岡
市内にあるデータセンターに設置し、SINET4
と10Gbpsで接続しています。次期SINETが
100Gbpsに対応した時点で、AX8600Rに対応
モジュールを差し込み、100Gbpsにアップグレー
ドさせる予定です。AX8600Rは必要に応じてス
イッチング容量を柔軟に確保できるので、10Gbps
や100Gbpsなど複数の環境を1つの筐体に効率
よく収容できるのがありがたいですね。
 
また、学内のネットワークについては、データセ
ンターと各キャンパス間を10Gbpsの高速ネッ
トワークで接続。各キャンパスに設置したコアス
イッチ（AX6700S）の階層下には、さらにコア
スイッ チ（AX6700S）や エッ ジ スイッ チ
（AX2400Sシリーズなど）を接続してキャンパ
スネットワークを構成しています。将来的には
AX8600Rを箱崎、伊都、筑紫、大橋、九大病院
の5キャンパスに置かれたコアスイッチ
AX6700Sとつなぎ、スター型トポロジー（※4）
を構成する予定です。

――アラクサラのスイッチに対する評価をお聞
かせください。
平尾　国内メーカーならではの安心感が一番で
す。海外メーカーの場合、故障対応に長い時間が
かかったり、修理に対応してもらえなかったりと
いった不便さを感じることがあります。その点、
アラクサラでしたら環境に合ったネットワーク
を構築したいという要望にも柔軟に応えていた
だけますし、ハードウェアの故障時・ソフトウェ
アの改修時も素早く対応していただけるので、

安心して使い続けることができます。
 
また、これまで多くのアラクサラ製品を使ってき
ましたが、その故障率の低さは特筆すべきもの
があると思います。また、もし故障が発生した場
合でも、福岡市内にある保守拠点から、キャンパ
スや研究拠点へ予備の部品をスピーディーに配
送・設置していただけるなど、充実したサポート
体制も魅力ですね。

運用負荷の軽減と
消費電力の削減に期待
 
――新しいネットワークを構築したことで得ら
れた効果は何ですか？
岡村　導入して間もないため、定量的な効果を測
定するまでには至っていませんが、AX8600R 
のアクティブな省電力化機能にはこれからかな
り期待しています。
 
浦川　今後は運用負荷の軽減に期待していま
す。また、必要なときに必要な電力を供給し、不要
な部分は削減する「ダイナミック省電力」（※5）を
さらに進化させた「フレックス省電力」（※6）を搭
載したAX8600Rが、今後の節電に貢献して
いくことになればうれしく思います。

――将来の展望をお聞かせください。
岡村　箱崎キャンパスの完全移転に向けて、運
用と並行しながら現在のネットワーク環境を適
宜伊都キャンパスに集約していく予定です。
 
私たちの使命は、学内と学外両方の利用者がネッ
トワークを安心して使えるようにすることです。
そのためにも、ネットワークの安全性を確保しな
がら、パフォーマンスが落ちないよう環境を強化
していきます。

――ありがとうございました。

※1 BGP（Border Gateway Protocol）：インターネットに
接続する際、ネットワーク機器がお互いの経路情報をやり取り
するために使われる経路制御プロトコルのひとつ。

※2 DDoS攻撃（Distributed Denial of Service Attack）：
ネットワークに分散する複数のコンピュータが特定のサーバな
どに対して大量のパケットを送り付け、サービス停止などに追
い込む攻撃。

※3 ACL（Access Control List）：通信アクセスを制御する
ためのリスト。利用者、グループ、アプリケーションなどに対し
て、通過を許可・拒否するパケットを設定する。

※4 スター型トポロジー：ネットワークの接続形態のひとつ。
1つのスイッチやハブを中心に複数のノードを接続する構成。

※5 ダイナミック省電力：ネットワークを使っていない時間は、
ネットワーク機器を必要最低限の部分稼働状態にして電力の
消費を抑えるアラクサラ独自の省電力機能。

※6 フレックス省電：通信トラフィック量に応じて、動作周波数
を下げたり、不必要な部分を休止させたりすることできめ細か
に電力を調整するアラクサラ独自の省電力機能。
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